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高
台
自
治
会
会
員
全
員
の
会
合
で
あ
る
第
２
９

回
自
治
会
総
会
を
、
４
月
１
２
日
（
土
）
の
１

９
時
か
ら
、
高
台
集
会
所
（
さ
く
ら
会
館
）
で

開
催
し
ま
す
。
総
会
で
は
、
２
５
年
度
の
総
括

や
２
６
年
度
の
計
画
・
予
算
・
諸
事
項
が
審
議

さ
れ
決
定
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん

の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。
当
日
都
合
の
つ
か

な
い
方
は
委
任
状
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
総

会
に
向
け
て
準
備
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉

「
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
」  

各
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に

自
薦
他
薦
で
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

（
別
表
）。
新
委
員
に
は
、「
説
明
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
２
５
年
度
担
当
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。
な
お
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員
が
多

く
な
っ
た
た
め
、
１
と
２
に
２
分
し
、
来
年
度

か
ら
高
台
の
ブ
ロ
ッ
ク
数
は
２
２
と
な
り
ま
す
。

◉

「
常
任
委
員
」  

常
任
委
員
は
数
名
が
自
薦

他
薦
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
募
集

し
て
い
ま
す
。常
任
委
員
か
ら
、自
治
会
４
役
、

美
化
衛
生
・
防
犯
防
災
・
福
祉
・
ス
ポ
レ
ク
な

ど
の
リ
ー
ダ
ー
、
市
外
郭
団
体
の
委
員
な
ど
を

担
当
い
た
だ
き
ま
す
。
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
積
極
的
に
参
加
い
た
だ
き
、
地
域
の
た
め

に
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

◉

「
議
案
書
」  

２
５
年
度
総
括
、
予
実
管
理
、

２
６
年
度
事
業
計
画
、
予
算
な
ど
の
入
っ
た
総

会
議
案
書
案
を
作
り
、
３
月
度
の
役
員
会
で
検

討
し
ま
し
た
。
議
案
書
案
は
４
月
３
日
（
木
）

に
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
配
り
し
ま
す
の
で
、
一

読
い
た
だ
き
、総
会
当
日
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

来
年
度
実
施
の
新
規
重
要
項
目
は
、
高
台
環
境

を
守
る
「
周
辺
宅
地
開
発
へ
の
対
応
」、
災
害
時

要
介
護
者
を
守
る
「
見
守
り
隊
組
織
の
整
備
」

と
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
開
催
」、
２
年
に
１
度

の
「
バ
ス
ツ
ァ
ー
の
実
施
」、
気
軽
に
使
え
る
よ

う
「
さ
く
ら
会
館
利
用
拡
大
」、
自
治
会
の
仲
間

を
増
や
す
「
未
加
入
者
と
転
入
者
へ
の
入
会
勧

誘
」、「
子
供
会
と
の
連
携
強
化
」
な
ど
で
す
。

◉
「
総
会
」

総
会
に
は
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
出
席
い

た
だ
き
、
計
画
・
活
動
・

予
算
な
ど
に
つ
い
て
ご
意

見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

◆
議
案
書
に
「
出
席
票
・

委
任
状
」
を
添
付
し
て
い

ま
す
。
欠
席
の
方
は
、
４
月
１
０
日
（
木
）
ま

で
に
、「
委
任
状
」
を
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
に
お
渡
し

く
だ
さ
い
。
出
席
の
方
は
「
出
席
票
」
を
当
日

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

<

常
任
・
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
へ
お
知
ら
せ>

▼
現
常
任
委
員
は
、
３
月
１
６
日
（
日
）
１
３

時
か
ら
総
会
準
備
の
た
め
の
会
合
が
あ
り
ま
す

の
で
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

▼
現
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
４
月
３
日

（
木
）
１
３
時
か
ら
議
案
書
を
製
本
し
ま
す
の

で
、
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
す
。
作
業
後
ブ

ロ
ッ
ク
別
に
議
案
書
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

配
付
方
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
高
台
安
心
見
守
り
隊
」
の
第
３
回
「
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
」
が
、
３
月
２
６
日
（
水
）
１
４
時

か
ら
さ
く
ら
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
も
山
田
洋
次

監
督

渥
美
清
主

演
の
「
男
は
つ
ら

い
よ
」
で
呵
々
大

笑
し
た
あ
と
、
喫
茶
し
な
が
ら
の
歓
談
も
楽
し

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
自
由

で
予
約
不
要
で
す
。
多
数
の
皆
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
見
守
り
対
象
者
」
は
１
５
人
、「
見
守
り
隊
員
」

は
２
１
人
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
絵
画
や
書
な
ど
を
展
示
す
る
「
長
岡

京
展
」
が
３
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
、
バ
ン
ビ

オ
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
高
台
の
皆
さ
ん
の

作
品
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し

ま
す
。

洋
画
の
部
で
入
選
さ

れ
た
の
は
、
ス
イ
ス

の
絶
景
を
描
い
た

「
ソ
ー
リ
オ
村
」
大

久
保
久
榮
さ
ん
、
乱

舞
す
る
幟
を
描
い
た

「
小
倉
神
社
奉
納
鯉

の
ぼ
り
」
森
本
達
さ
ん
、
フ
ラ
ン
ス
の
町
を
描

い
た
「
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
街
角
」
黒
田
容
子
さ

ん
、
写
真
の
部
で
は
「
影
」
田
辺
直
人
さ
ん
な

ど
で
し
た
。
入
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

長
５
小
校
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
主
催
の
「
友
好
祭
」

が
、
３
月
２
日
（
日
）
長

５
小
で
千
名
を
越
え
る
皆

さ
ん
が
参
加
し
て
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
模
擬
店
、

ゲ
ー
ム
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自

転
車
安
全
教
室
、
抽
選
会

な
ど
が
あ
り
、
ま
た
５
小
・
四
中
の
演
奏
も
あ

っ
て
、
大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

高
台
集
会
所
（
さ
く
ら
会
館
）
の
運
営
を
決

め
る
集
会
所
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
集
会

所
は
高
台
住
民
全
員
の
も
の
で
す
の
で
、
自
治

会
会
員
で
な
く
て
も
就
任
い
た
だ
け
、
任
期
は

１
年
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
自
治
会
会
長
桒

原
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

３
丁
目   

山
根
一
郎

さ
ん

通
勤
が
遠
か
っ
た
た

め
、
会
社
の
近
く
が

い
い
か
な
と
高
台
に

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
田

舎
で
車
の
騒
音
の
な
い
静
か
な
所
が
好
き
で
し
た

の
で
高
台
は
実
に
よ
い
場
所
で
し
た
。
車
も
あ
ま

り
通
ら
ず
、
鳥
や
虫
の
声
が
聞
こ
え
る
、
い
つ
だ

っ
た
か
、
遠
く
を
通
過
す
る
阪
急
電
車
の
音
が
山

に
こ
だ
ま
し
て
聞
こ
え
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
空

気
の
透
明
さ
に
驚
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

私
の
趣
味
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
す
。
京
都
は
比
較
的

安
価
で
ゲ
ー
ム
が
で
き
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ウ
リ
ン
グ

も
活
発
な
と
こ
ろ
で
す
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
奥
の
深

い
も
の
で
、
や
り
始
め
た
の
は
３
８
歳
で
す
が
、

面
白
く
て
１
３
年
続
け
て
い
ま
す
。
い
ま
で
は
、

関
西
ダ
ブ
ル
ス
選
手
権
で
入
賞
や
、
京
都
府
の
公

認
大
会
で
準
優
勝
な
ど
、
結
果
を
残
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

今
、
テ
レ
ビ
で
「
Ｐ
リ
ー
グ
」
と
い
う
女
子
プ
ロ

ボ
ウ
ラ
ー
が
投
げ
る
番
組
が
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

彼
女
た
ち
の
ボ
ー
ル
は
レ
ー
ン
の
途
中
で
曲
が
っ

て
三
角
形
に
並
ん
だ
１
０
本
の
ピ
ン
を
き
れ
い
に

倒
し
ま
す
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
ボ
ー
ル
は
な
ぜ
曲
が

る
の
で
し
ょ
う
か
？

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
に
あ
る
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ル
で
は
、
残

念
な
が
ら
テ
レ
ビ
の
よ
う
に
は
曲
が
り
ま
せ
ん
。

表
面
は
滑
り
や
す
く
中
身
は
均
一
な
重
さ
だ
か
ら

で
す
。
対
し
て
彼
女
た
ち
が
投
げ
て
い
る
マ
イ
ボ

ー
ル
は
、
外
見
は
球
形
で
す
が
中
身
は
球
形
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
投
げ
る
だ
け
で
曲
が
る
よ
う
に
中

に
〝
こ
ま
”
み
た
い
な
も
の
が
入
っ
て
い
る
の
で

す
。
そ
の
〝
こ
ま
”
の
形
や
向
き
で
動
き
が
変
わ

り
ま
す
。
カ
ー
ブ
の
よ
う
に
ず
っ
と
曲
が
り
続
け

る
も
の
、
真
直
ぐ
い
っ
て
途
中
で
急
に
曲
が
る
も

の
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
ゴ
ル
フ
で

距
離
で
ク
ラ
ブ
を
選
択
す
る
の
と
同
じ
で
、
レ
ー

ン
の
状
態
に
あ
わ
せ
て
ボ
ー
ル
を
選
択
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
、

や
れ
ば
や
る
ほ
ど
奥
が
深
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
、
健
康
維
持
、
集
中
力
維
持
、
メ

ン
タ
ル
力
向
上
に
適
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。今

月
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１ 榊原智子 11 山田はる美

２－１ 江川裕紀子 12 浅野芳朗

２－２ 川島達郎 13 小野那津子

３ 川口瑛子 14 徳田稔夫

４ 高井 武 15 奥村和巳

５ 塚崎正正 16 柳まり子

６ 山田真司 17 中田利享

７ 管 達雄 18 川内知子

８ 長坂弘美 19 宮部雄大

９ 片岡節子 20 下川慶子

10 関谷康子 21 三輪正夫
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手をつなごう

高台自治会で

バックは花菜

「常任委員」の確保に
苦労しています。
常任委員をお願いに行
った時、仕事や家族の
事情、自身の病気、子供の世話
などの理由で辞退される人がお
られます。また仕事量が多いや
一度役員になったら辞められな
いなどで断る人もいます。苦労
しても、少しのミスで怒鳴り込
んでくる人がいることをあげら
れる方もおられます。
それぞれの事情や理由は十分理
解できます。確かに自治会役員は
努力しても報われない、好んでや
るものでないかも知れません。
しかし高齢化や独居化が進み、
また万一の災害時の助け合いで
「公助から隣助へ」がいわれ、
周辺清掃や防犯や日常のゴミ出
しなどの、高台を取り巻く多く
の問題があります。
それらに積極的に取り組む善意
を示していただくことを強く求
めます。“常任委員には”といわ
れる方には、新しくできた都度
参画いただく「サポータ制度」
もあります（詳細 2 月号）。皆さ
んの勇気をお待ちしています。
         自治会会長 桒原千秋

さ
く
ら
会
館
３
月
度
清
掃
が
行
わ
れ
、
１
９
Ｂ

と
２
０
Ｂ
の
１
１
名
の
皆
さ
ん
の
お
手
伝
い
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
回
は
４
月
１
２
日
（
土

総
会
の
日
）
で
２
１
Ｂ
と
１
Ｂ
が
担
当
で
、
リ

ー
ダ
ー
は
海
野
さ
ん
で
す
。
な
お
２
月
の
さ
く

ら
会
館
の
部
屋
利
用
は
１
５
回
で
し
た
。

昨年の総会

敬称略新ブロック委員

夜寒の頃をこえ、やがて山笑う春が訪れます。春は花、
花は桜、桜なら“さくら祭り”、今年の「高台さくら祭り」
は、４月６日（日）１１時から１５時まで３号公園で行
います。フリーのお酒とおつまみと紅白幕と繚乱満開の
さくらがお待ちしています。お昼弁当の必要な方は、当
日１１時までにお申し込みください（弁当は自費です）。
また当日は皆さんの善意で開かれる「バザー」と「フリ
マ」があります。バザーへの提供をお願いするとともに、
多数お集まりください。詳細は、別チラシをご覧くださ
い（雨天中止です）。
花を愛でるのもよし、美酒に酔い
しれるのもよし、掘り出し物に歓
喜するのもよし、春うららの一日
を共に楽しみたいと思います。

3号公園さくら→

ここ数年は、夏は異常に

暑く、冬は例年にない寒

さとなっています。地球

温暖化、氷河期突入両方

がいわれる中、先月高台

地区も一面の銀世界と

なりました。

2 丁目付近の雪景色大久保さんの力作盛大だった友好祭


